
86　　　　　　　　　　　磐

の私達の資験室は市の電車道路に近いので，市電

の影響による妨害を受ける事が甚しい。

　さセ叉話を火成岩にもどすのでおるが，現在ま

でに多くの人々によって，日本背地の火成岩につ

いて測定が行はれてゐるが，これ等の磁性方位は

現在の地磁氣の方位と激しく異ってゐるものが多

㌧・o

　これは音の地磁氣自身か現在の地磁氣と英の方

位を異にしてゐた爲めか，或は叉，地殻の運動に

よ・・るものか，よく分らない問題である。

　私達の測定を’したものの中にも見られるのであ

るか，現在の地磁気の方位とは丁度肝反鐵に磁化

されてゐると云ふ極端たものも多．く存在する・我

々は青森縣東榮鑛1」』でこんな岩石のトでは鉛直磁

力異常が負となる事も見出しておる。

　この様に極端なものに謝して，弐の如く二りの

原因が者へられる。螂ち（1）芝の石が附磁された

時の地磁氣の方向が，現在のそれと較べて，逆に

なってゐたのであらうと云ふ考へ方と，（2）地磁

氣の方には，たとへ小為の饗化があってむ上に

述べた様に正反勤になっていたと云ふ巌な大き
癒鍵化はなく，ただ試割を含む岩石全彊が。大き

な地鍵動の爲に，磁石になったまムで，クルリと

孚固鱒をなてし現在にいたったのではないであ．ら

5か．と云ふ二つの考へ方である。

　岩石の磁性の研究は，芝の二つの大きな問題を

節にして・ハタと立ち止らざるを得ない。

　1割1ち岩石の磁性は，地質時代の地磁霜②問題と

すべきか，或は地質時代の地殻饗動の蘭題とすべ

きかといふ分岐蜘こ直面する穣に思へる。燃しこ

の見方は両極端であって，現在岩石の持つ磁氣の

カ南の原因は，両者の何れにもあると見るが眞理

であらうと思はれる〇
　一臥圭．に岩石の磁性の問題と・地質時代の地磁気

の問題を含む地球磁氣學と，地質時代の地殻饗
動を論ずる地質學とは三着用依って各々が進展す
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ぺき事が豫想されるのである。

　岩石の磁性の研究には今後地質時代の地磁気と

いふ用語が度々出てくるので，之れを古地磁気
P丑100900m皿9uOti旦mといふ言葉で表現したい。

之れは地質時代の地理を古地理Pa1e09e09mPby
と云ふのと同じ意味である。

　上で言ひ落したが，地駿鍵動の影響の申には，

之れによる魅力が岩石の磁性に及ぼす事をも考慮’

して置くべきで，之れは己に米国のパイラ1ノド玩一

が指適しておる事である。

　今假りに，地質學のみに問題を限定して者へで

も，岩石の磁性方位を媒介する懸用の範園は漉犬

なるものがある。

　先っ者へられる事は，火成岩には化石の存在が
ゆるさカない事である。これは火成岩目身の研究

を遅らせる事甚だしいものがあった。火成岩には

なるほど化石はないが，しかし磁性方位が存在し

てみる・あたかも皿ヨエ軸M蛆kの様に。

　時代の異る火成岩の磁憧方位は互に相異なる場
合が非常に多い。‘芝の事蟹は岩石學に叉鑛床學に

懸用され得る余馳かあり，火成岩の勤比の問題を

ほらむ重要なる事宣である。
　更に叉，火成岩にほ一本威岩に見られるが如き’

明らかな走向と傾斜が存在しない。それ故禰曲や

麟暦による火成岩の連動を知り得ない。ところが．

火成岩の磁性方位は，走向と傾斜に替る新らしい

指標一となり，之れによって火成岩の運動を論じ得．

る可能性を持つものである。この原理は走向傾斜

の認め難い水成岩についても同様にあてはまる。

rじしやく石」は今や云ひつたへや叉は特定の岩石

につけられた個有名詞ではなくなった。搬捉1＝の

ほとんどすべての石は，多かれ少かれrじしやく
石」となってゐる。預淀する器械の精度か向上す

るにつれて，この磁石の存在が魔く全岩石に見出

される蟻になつた事は地質學と地球物理學にとっ
て嬉しい事柄である。（態谷直一，川井画人〕

京都府下に於ける褐簾石の新産地

　筆者等は昭和23年11月事都府峰山町近域の花開

岩及び英の中に分布するペグマタイト調査目的で

5日間旅行したが英の際可なり多量の褐簾石を件

5ペグマタイトを譲見することか出來たのは意外

の牧穫であった。該花崩岩は北は竹野郡南は與謝

郡に五って魔く分布するが特に峰山町近域中には

小規模のペグマタイト腺が多く存在するようであ

る。該岩域の恰も西縁に位する中郡五箇村大呂に

存在するペグマタイトには昭稗十三年繁着の一人

囲久保がフェルグソン石及ジルコンを襲見し英の

鑛物學的研究の一班は己に報告したので魔く知ら

れているものである。期蟹の稀元素鑛物を伴うこ

とは濁り大呂のペグマタイトに限らず此の岩城中

に分布する多くの同源のペグマタイトにも宮然期

待せられ得るのであって此の匿載のペグマタイト

を糟し調査してみや5といふことは橡て企圖し
ていたところであったが機を得ず荏薄今日に至っ

たのである。調査の當初に十年前の壊しの大呂の

ペグマタイトを訪れたのであるが，偶ミ同行せら

れた中部三重村五十河中學絞の岡田氏に嘗て長石

或は石英を探掘したことのあるといふベグマ汐イ

ドの場所藪ケ所を聞いたので順茨それを見たので

奉るが英の中ニケ所のペグマタイトに於て鵜簾石

を譲見した。然し期待していた稀土光繋のニオブ

及タンタル酸麗鑛物は見出さなかったので茎孔
莫の内の一ケ腕ま中部三重村字谷内で宮津線局大

野騨の南方凡そ2粁余の地鞘であ孔口大野から
上山田に通ず街道を南下し相狭る谷間に曾って東

に曲る魔で谷間に面する北側に通構石山と呼ばれ

急峻に屹立する花樹岩の山がある。英の山の南斜・
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箇で道路から凡そ30米の肺こ昭和21年頃石薬を探

掘したと云はれる長さ15水余の坑道があって坑道・

が西側壁に芥窺貝一のペグマタイトの藪肱が隣接し

て露はれそれに鵜簾石亨件ってい孔ペグマタイ
トは加盟長石，石英及小量の黒嚢母から成り黒雲

母の晶片間には魔…磁鐵鑑を倖っている。禍簾石
．は黒雲母或ま加里長石と共生し何れも英の表商は

褐鐵鍍穣の風化物の厚い度穀に薇はれている。然

一しこれを割れば英の中心部こ黒亀で亜金燭光澤の

破面を示す稽ξ新鮮な部分が残っている。他の二・

箇所は中部五十河村延剰の南方工。5粁余の壷十河

村三重村の境界に近い海抜260水余の山の頂上に

逝い所にある。露天掘により嘗て長石或は石英を

探掘したもので大きな堀割の壁に幅砺米走向N4ぴ

Wのペグマタイトが露出されて・ゐるそのペグマタ

イトは前記のペグマタイトと同様に加盟長石。石

英及少量の黒雲母から成り鵜簾石は主に黒雲母と

件っている。最大樫5極位数妊も採集することが出

來，その何れも表面は全く風化されて褐鐵鑑穣の

ものに蟹化し中心都に稽ミ翻鮮な部分が残ってい

てそれが襯簾石であること一は重さ，色，光輝讐か

ら直に同定出索る。本縄簾石の新鮮な部分の化學

分析の結果から英の化學組威を調べた所殆ど完全

にエィクストロームの提唱する一分子の水分を持

つ化學式に一致する・（囲久保・立川）

曹遷沸石一次沸石系含水鋳物の脱水現象

　含水鐵物として知られている沸石類の中に中沸
一石（M1e豊。1年e，皿N乱皇A1！Sミ里ρ10・2H望O＋皿・CaA1里Sj3

ゆ。・3H雪O）と纏される化學成分上曹達沸石（Na
・伍。1ite，N恥A1主Si30ユ。・2H！（）〕ど友沸石（弓。oled

狽潤CC乱A11S王3010’3冊O〕との中間に位置する成分

をもつ鏡物が記載されているが，この中沸石が曹

。達沸石及茨沸石とは全く別個に濁立した種である

か，曹達沸石と茨沸石を両端武珍とする混晶であ

るか，或は曹達沸石と茨沸石との箪なる蓮晶にす

、ぎないのかに就ては，古來J．N．FUCHS（1816），

’児GδRG㎜Y（1909．1909），克．L．BOWMAN（ユ9

09），班。E．H拘Y（1933）及W．q．MI肌IGAN，

H，B．W週IS皿B（1937〕箏によって瞼討されてき

允が今筒種々の説が行われている嬢に思われ乱

筆者は致隼箭から鑑物及岩石中の含有水分ヒ關す

る研究を行っている5ち，偶然この問題の一端に

溺れるに至った。そ老しは該鑛物の瞭フ鰯象に翻し

てFあるが，曹達沸石と茨沸石の腕本曲線をとっ

てみると，前者が30帆〕～3200Cに於て急激にそ

の水分u．21％の殆とを失うに勤して居者は，全

水分14．1O％の・うち，2000C～2600Cで5・90％，・

・400叩酌后で更に5・30％を夫々急激に失った后，

更に高温で徐々に残る水分を失うから曲糠の形は

前者は一階段的で。居者は二階段的になるO叉示

養熱分析を打ってみると，夫々の瞭水漉度に禁て

吸熱度懸があり，從って曹蓮沸石には一回，焚沸

石には二回の明瞭な曲線の饗化がみられる。更に

熱分析出糠反別に打つだ解離水蒸氣麗の測定結果

か．ら類推するのに曹達沸石の一回の腕水の際の解

；灘熱は友沸石の第一回の胸水ρ解離熱に比べると

姦かに大きく約2借彊に相當する穣に思われ，熟

・化學的にも恰も曹達沸石に於ける一回の腕水が友

1沸石に於ける二回の脱水に分割された様な感を輿

え，か上る一系列の鑛物の両端に於ける．顯著な臓

水現象の差異が．その中間威分をもつものに於て

は，如何に饗化して表われてくるかを多敷の試料

に就て検討すれば，前記の様な混晶か連晶かの問

題の解決の一費料を提供し駕ることにたるか屯し

れないし，叉側こ混晶であるとすれば含水混晶鑛

物の一系列に於ける脱水現象及それに伴う熱化學

的諸恒敷の漸移牒撃を知ることが出來・些か興味

ある様に思われるびそこで筆者は各方面にお願し

て，曹錘沸石と命名された試料6鍾（うち本邦産

5種，外国産！顧）1中沸石と合名されたもの1種

（外国薗の親洪を受け，その各々につき先ず示差

熱分析を打つだ。化學成分，光學肘性質の験討は

未了である上に，試料の敷もゆいので多くを論ず

ることは出來ない狐熱分析出繍こ表われた饗化

に漸移的なものを見出し駕る様に思われ糺今偶

りに曹達沸石の吸熱反懸をAl，茨沸石のそれを

低温の屯のからA王，A3と命名すれば曹達沸石か

ら衣沸石に至るにつれて，始めAヱより穫高温部

に僅かな吸熱度醸が現われ，安いでム・の稽低温

・部にも同様のものが生ずる。之に件ってAlの反

腫は次第に小規漢になる。こ一の傾向は次第に顕著

になってAlの両側に生じた吸熱饗化は次第にそ
の襲現温度が移動すると同時にその規模も大きく

なって夫々A！，Aヨに接近してゆき，その反面A1
はいよいよ小さくなって鮭には消滅する。今后化

學分析，加熱減量及光學牲の測定を打って，上記

の如き漸建的傾向を更に明瞭にしたいと考えてい

るが・之を論ずる際には多藪の試料を集めること

が不可鉄の條件であるので，この黙に開し讃着諸

賢の御岳援をお願する表第である。筒今日までに

用いた試料は櫻弁・釜喜一・坂本三氏からの御寄贈

によるもので，之らの各氏に鍔し深く感謝する次

第であるb　　　　　　　　（齋藤光恵〕


